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正
産
業
振
興
課

◎

闇済
◎機構改革について語る福田町長

今
、
国
・
地
方
を
通
じ
て
行
財

政
事
情
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す

中
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
図
る
行
政
の
実
現
が
強
く
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
内
外
の
状
況
に
対

応
し
、
新
た
な
行
政
課
題
や
、
地

域
住
民
皆
さ
ん
の
期
待
に
的
確
に

応
え
る
行
政
を
展
開
し
て
ゆ
く
た

め
に
は
、
地
域
の
特
性
を
十
分
踏

ま
え
た
、
効
率
の
良
い
、
出
来
る

だ
け
簡
素
に
し
て
敏
速
に
対
応
で

き
る
組
織
体
制
を
整
え
、
主
体
的

に
業
務
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ

り
、
行
政
改
革
の
推
進
は
今
や
大

き
な
時
代
の
流
れ
と
し
て
動
き
始

め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
町
は
、
国
の
行
政
改

革
推
進
の
た
め
の
指
針
に
基
づ
い

て
、
先
ず
、
組
織
・
機
構
・
業
務

全
般
の
総
点
検
を
行
い
、
効
率
的

に
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
関
連

◎

す
る
業
務
を
精
査
し
、
従
来
の
七

課
一
室
を
六
課
と
し
、
本
年
七
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
当
た

り
、
実
際
に
業
務
に
携
わ
る
職
員

代
表
に
よ
る
　
「
行
政
改
革
推
進
検

討
幹
事
会
」
を
組
織
し
、
住
民
皆

さ
ん
の
利
便
性
、
実
情
を
踏
ま
え

た
業
務
の
流
れ
を
集
約
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
町
条
例
に
基

づ
き
組
織
し
た
町
長
の
諮
問
機
関

と
し
て
町
政
全
般
に
わ
た
る
行
政

改
革
の
推
進
に
関
わ
る
重
要
事
項

を
調
査
審
議
す
る
　
「
江
府
町
行
政

改
革
推
進
委
員
会
」
　
に
諮
問
し
、

そ
の
答
申
を
う
け
本
年
六
月
定
例

町
議
会
に
　
「
課
室
設
置
条
例
改
正

案
」
　
を
上
摸
し
、
議
会
の
承
認
を

得
て
施
行
し
ま
し
た
。

主
な
改
革
内
容
は
、

繊
総
務
課

行
政
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画

と
、
長
期
展
望
を
見
据
え
た
財
政

計
画
の
業
務
を
併
せ
、
町
政
の
中

核
を
担
う
部
署
と
し
て
企
画
政
策

室
の
配
置

同
和
対
策
室
を
、
人
権
同
和
対

策
室
と
し
て
総
務
課
に
包
括

薗
福
祉
保
健
課

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
の
介
護

保
険
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
福
祉

と
医
療
、
保
険
事
業
の
関
連
業
務

を
一
体
化

恥
町
民
課

従
来
の
税
務
課
と
、
福
祉
保
健

課
の
所
管
と
し
て
い
た
戸
籍
、
住

民
、
基
本
台
帳
、
年
金
等
の
業
務

を
統
合
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
総

合
窓
口
と
し
て
の
機
能
充
実

⑳

従
来
の
農
林
振
興
課
所
管
の
産

業
振
興
部
門
と
、
企
画
商
工
観
光

課
の
産
業
開
発
、
育
成
、
商
工
観

光
振
興
を
統
合
し
、
町
の
産
業
の

計
画
、
事
業
推
進
の
中
核
的
部
署

と
し
て
調
整

注
農
林
土
木
課

農
林
業
基
盤
整
備
な
ど
、
山
積

す
る
国
営
、
県
営
、
団
体
営
事
業

の
推
進
に
向
け
、
農
林
関
係
事
業

専
門
課
と
し
て
独
立

離
建
設
環
境
課

従
来
の
建
設
課
と
環
境
整
備
課

を
統
合
し
、
道
路
、
上
下
水
道
整

備
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
、
一
連
の

生
活
環
境
施
設
等
整
備
事
業
の
効

率
的
推
進

以
上
、
事
務
・
事
業
の
効
率
的

配
分
を
改
革
の
ね
ら
い
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
職
員
自
身
の
行
政
に

対
す
る
姿
勢
と
意
識
改
革
に
よ
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
向
上
を
図

る
こ
と
も
大
き
な
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

組
織
・
機
構
図
と
人
事
配
置
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



11
r
J
▲
′
J
J
′
・
■∫亨÷：、

江
府
町
役
場

電
　
話
　
代
　
表
　
7
5
1
2
2
1
1

F
A
X
　
7
5
－
2
3
8
9

（
　
　
）
内
の
電
話
番
号
は
各
課
直
通
と
な
っ
て

い
ま
す
。

町
　
長
　
裕
二
H
正
臣

助
　
役
　
藤
原
　
　
要

収
入
役
　
森
　
　
正
幸

教
育
長
　
手
島
征
夫

会

事
　
務
　
局
－
主
事
補
弛
H
佳
代

－
議
会
事
務

（
7
5
－
3
3
0
7
）

事
務
局
長
　
遠
藤
　
　
功

7
5
　
－
　
2
2
1
1

課
　
　
長

総
括
課
長
補
佐

課
長
補
佐

課
長
補
佐

課
長
補
佐

課
長
補
佐

岡自藤見宵河

田石原山本上

雄和　　正英

成恵明収啓明

行
　
政
　
係
　
㈲
係
長
岡
田
雄
成
㈲
主
任
弛
H
健
一

（
嘱
託
）
　
加
藤
美
和
子

人
　
事
　
係
－
㈲
係
長

広
報
管
財
係
－
係
長

車
輌
管
理
係
－
㈲
係
長

白
石
和
恵

加
藤
　
泉
主
　
任
　
池
田
健
一

青
砥
美
智
子

I
行
政
一
般
・
選
挙
・
消
防
防
災
・
交
通
安
全

－
人
事
・
給
与

－
財
産
管
理
・
登
記
・
住
宅
・
広
報

藤
原
　
明
　
〈
嘱
託
）
　
大
塚
忠
行
－
車
輌
管
理

（兼）
室

長

宮

本

企

室
正
啓

⊥
〓
…
策
　
係
1
・
係
長

政
　
係
－
係
長

人
権
同
和
対
策
室

㈲

室

長

見

山

　

収

・
巾同
和
対
策
係
－
㈲
係
長

児
　
童
　
館
－
㈲
館
長

明
　
道
　
舘
－
所
長

町

民
　
　
　
課

小

澤

等

正

徳

岡

利

樹

中
川
久
美
子

市
棚

民
　
係
－
㈲
係
長

務
　
係
1
庵
係
長

価
　
係
－
係
長

本
高
書
久
㈲
主
任

影
山
久
志
　
主
　
任

見
山
　
収
　
（
嘱
託
）

見
山
　
収
　
（
嘱
託
）

仲
嶋
貞
道
　
（
嘱
託
）

中
川
久
美
子
　
主
　
任

梅
林
明
宏
－
計
画
調
整
・
電
算
情
報
・
過
疎
パ
ス

梅
林
明
宏
　
－
財
政
・
予
算
・
決
算

後
　
房
雄
－
環
境
改
善
・
啓
発
推
進
・
人
権
擁
護

仲
嶋
直
通
・
川
端
ゆ
り
子

川
端
ゆ
り
子

日
野
尾
寿
司

道
下
尚
檀

徒
岡
利
樹
㈲
係
長
山
川
清
市

原
　
義
博

1
戸
籍
・
住
民
台
帳
・
年
金
・
墓
地

－
課
税
・
徴
収

山
川
活
市
㈲
主
任
原
　
義
博
－
資
産
評
価

〈
次
頁
へ
つ
づ
く
）

◎
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（
7
5
－
3
2
2
3
）

課
　
長
　
清
水
孝
司

課
長
補
佐
　
関
内
志
津
子

子
供
の
国
保
育
園

（
7
5
1
2
7
0
4
）

園
　
長
　
徳
岡
ま
ゆ
み

福
　
祉
　
係
－
㈲
係
長

保
　
育
　
園
－
主
任
保
母

保
　
母

保
　
母

｛嘱託）

健
康
対
策
係
－
係
長
兼
主
事

保
健
医
療
係
－
係
長

（
嘱
託
）

関
内
志
津
子

桧
原
俊
二

川
端
る
り
子

川
上
明
美

木
谷
久
実
子

須
藤
文
江

生
田
美
保
子

藤
森
史
子

浦
部
　
学

加
藤
倫
理

矢
下
慎
二

中
尾
由
美
子

主
　
任
　
桑
原
　
巧

主
　
任
　
生
田
志
保

保
　
母
　
仲
嶋
明
子

保
　
母
　
頭
本
文
衣

保
　
母
　
矢
H
詠
利
子

（
嘱
託
）
　
高
山
　
浮

（
嘱
託
）
　
藤
原
亜
矢
子

－
⊥
民
生
福
祉
一
般
・
介
護
保
険

保
　
母
　
下
村
佳
子

調
理
員
　
奥
田
由
美
子

（
嘱
託
）
　
原
田
　
泉

（
嘱
託
）
　
下
村
歌
織

保
健
婦
　
石
原
由
美
子

鵜
控
加
藤
敦
子
－
保
健
衛
生
・
保
健
対
策

主
　
重
丁
浦
部
　
学
－
国
保
・
医
療

診
　
療
　
所
－
医
師
武
地
幹
夫
（
嘱
託
〉
　
亀
山
笑
子
　
（
嘱
託
）
　
加
藤
和
恵

産
　
業
　
振
‥
興
　
課

（
7
5
－
3
2
2
2
）

課
　
長
　
竹
内
敏
朗

課
長
補
佐
　
大
田
敏
朗

課
長
補
佐
　
西
田
　
　
哲

農
　
林
　
土
　
木
　
課

7
5
　
－
　
3
3
0
5

課
　
長
　
千
藤
　
　
正

課
長
補
佐
　
大
岩
勝
実

．
E 振

　
興
　
係
－
係
長

産
　
業
　
係
－
係
長

商
工
観
光
係
－
㈲
係
長

開
　
発
　
係
－
㈲
係
長

土
地
改
良
係
－
係
長

農
林
土
木
係
－
㈲
係
長

換
　
地
　
係
－
係
長

◎

竹
内
幸
夫
主
　
任

森
田
哲
也
主
　
任

末
次
義
晃
　
（
嘱
託
〉

西
田
　
哲
㈲
主
任

大
田
敏
朗
　
主
　
任

桧
井
英
樹

中
川
秀
樹
㈲
主
任

谷
口
博
志

大
岩
勝
実
　
主
　
任

長
尾
英
俊

瀬
島
明
正
　
主
　
任

西
岡
活
治
　
－
農
林
振
興
・
施
投
開
発

竹
茂
良
平

水
田
道
明

－
産
業
育
成
・
米
穀

加
藤
邦
樹
－
商
工
振
興
・
観
光
開
準
消
攣
生
活

加
藤
邦
樹

－
開
発
・
土
地
利
用

奥
田
慎
也
－
農
林
施
設
整
備

下
垣
吉
正
－
農
村
基
盤
整
備

奥
内
慎
也
1
ほ
場
整
備

◎

4

役場（本庁舎、東庁舎など）、教育委員会、農業重責会などの場所　　 山村開発センター

出
納

企画政策室
人権同和対策室

福祉保健課

l昌警酎 l 公民館 l

亨
町　民　課

総　務　課

室 本　庁　舎
］
正面
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建
　
設
　
環

（
7
5
－
3太阿手

田都島3
朝憤6
厚親一

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

水
　
道
　
係
－
㈲
係
長
阿
部
朝
譲
二
土
等
宇
田
川
晃
－
水
道
整
備
・
施
設
管
理

建
　
設
　
係
－
係
長
中
田
　
実
主
任
梅
林
茂
樹

主
　
任
　
小
林
健
治
　
主
　
事
　
原
田
浩
司

（
嘱
託
）
　
森
H
康
博

1
土
木
建
設
・
下
水
道
整
備

施
設
管
理

出
納
室
環
境
保
全
係
－
㈲
係
長
太
田
　
厚
骨
壷
原
田
浩
司
－
維
持
管
理
・
廃
棄
物
処
理
・
環
境
保
全

出
　
納
　
係
－
㈲
係
長
山
本
節
美
主
事
藤
原
　
靖
－
出
納
事
務

室
長
補
佐

山
本
節
美

農
　
業

委
　
員
　
会

事
　
務
　
局
－
（
嘱
託
）
　
加
藤
武
夫

事
務
局
長

井
上
あ
け
み

－
農
地
利
用
計
画
調
整
・

農
業
書
年
金

乗第二庁舎

2階
建設環境課
三町衛生施設組合
1階
産業振興課・農林土木課
農業委員会・土地改良区

教
　
育
　
振
　
興
　
課

（
7
5
－
2
2
2
3
）

課
　
長
　
篠
田
勇
夫

課
長
補
佐
　
千
藤
花
美

．
E 学校教
育
係

生
涯
学
習
係

㈲
係
長
千
藤
花
実
主
事
佐
々
木
庸
二
1
庶
務
関
係
・
学
校
教
育
・
外
国
語
指
導
・
教
育
相
談

係
　
長
　
川
上
　
豊
　
主
　
任
　
川
上
良
文

運
動
公
園
係

公

　

　

民

　

　

館

（
7
5
－
3
2
1
1
）

軋
嘱
㌔
桧
原
　
宏

人
権
教
育
絶
進
員
　
三
好
　
環

管
長
川
上
　
豊
鮎
講

（
嘱
託
）
　
村
上
　
太
　
（
嘱
託
）

係
　
長
　
篠
田
寛
子
　
主
　
事

（
嘱
託
）
　
清
水
礼
子

野
田
克
入

山
口
貴
正

松
原
順
二

I
社
会
教
育
（
図
書
館
・
資
料
鹿
・
同
和
教
育
）

I
社
会
体
育
（
運
動
公
園
管
理
）

－
公
民
館
事
業
・
明
徳
学
囲
事
業

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
7
5
－
2
0
0
4
）

㈲

所

長

篠

田

勇

夫

日
野
町
・
江
府
町
・
日
南
町

衛
　
生
　
施
　
設
　
組
　
合

（
7
5
－
2
2
2
4
）

事
務
局
長
　
川
端
孝
志

課
長
補
佐
　
古
川
武
己

㈲
主
事
佐
々
木
庸
二
栄
着
士

（
嘱
託
）
　
井
上
敦
子
　
（
嘱
託
）

（
嘱
託
）
　
藤
H
初
枝
　
へ
嘱
託
）

主
　
査
　
前
田
修
一
王
　
事

主
　
事
　
久
代
育
志
　
主
　
事

足
羽
幸
子

清
水
友
子

村
上
真
由
美

西
岡
　
陸

川
上
　
仁

I
し
尿
・
ご
み
処
理
施
設
業
務

㊤
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～
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

ポ
ン
プ
車
の
部
優
勝
～

⑳毎日の厳しい練習を乗り越えて、栄光を勝ちとりました。

七
月
五
日
、
鳥
取
県
消
防
学
校

（
米
子
市
二
本
木
）
　
で
第
四
〇
回

西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
消
防
団
　
（
第
一
分
団
）
　
は

ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場
し
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
。
見
入
る
他
町
村
の
団
員
か
ら

溜
め
息
と
歓
声
が
沸
き
上
が
る
ほ

ど
の
、
圧
倒
的
速
さ
と
正
確
さ
で

見
事
優
勝
を
飾
り
、
県
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

（
県
大
会
の
成
績
に
つ
い
て
は
、

八
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。
）

●
出
場
団
員

（
敬
称
略
）

指
揮
者

一
番
員

二
番
員

三
番
員

四
番
員

補
助
員

（
太
字
の
番
員
は
、

質
さ
れ
た
方
で
す
）

関
内
　
隆
文

一
二
三
慎
也

白
石
　
耕
路

長
岡
　
達
也

大

岩

一

彦

久
代
　
領
樹

番
員
賞
を
受

■
ポ
ン
プ
車
の
部

成
績優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

江
府
町
消
防
団

淀
江
町
消
防
団

中
山
町
消
防
団

⑳県大会への出場を決めた選手のみなさん（前列）

⑳

七
月
十
一
日
、
第
四
十
六
回
江
府
町
職

域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
選
手
は
、
館
内
が
三
十
二
度
を
超
え

測
　
る
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
場
の
名
誉

の
た
め
好
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
永
い
歴
史
を
も

つ
こ
の
大
会
に
、
江
府
町
長
か
ら
新
し
い

優
勝
旗
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
優
勝
チ
ー
ム

A
　
岡
田
重
機

B
　
江
府
町
役
場

C
 
J
A
江
府
町
支
所

⑳町長から大会長に新しい優勝旗が

手渡されました。

⑳
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、ノ

一
．

工、一
ヽ　与、、

⑳自分でデザインしたTシャツを手にする山口君

商
工
会
婦
人
部
に
よ
る
、
江
尾
十
七

夜
T
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
の
募
集
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
五
十
三
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
十
七
夜
の
花
火
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
色
鮮
や
か
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
、
高
校
生
の
山
口
浩
一
君
　
（
本
町

三
丁
目
）
　
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

T
シ
ャ
ツ
の
色
は
、
青
・
紺
・
自
・

オ
レ
ン
ジ
・
グ
レ
ー
の
五
種
類
。
サ
イ

ズ
は
、
M
・
L
・
L
L
　
（
白
の
み
）
　
と

揃
っ
て
い
ま
す
。
値
段
は
各
一
、
四
〇

〇
円
。

お
求
め
、
お
問
い
合
わ
せ
は

江
府
町
商
工
会
　
（
℡
七
五
－
二
三
三
三
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す

』．－．日日＝一

’‾宗一■‾・』’－

、

●溝口警察署員の説明を熱心に聞く参加者のみなさん

七
月
十
四
日
夜
、
溝
口
町
宇
代
の
多
目
的
広
場
（
鬼
の
館
）
で
、

溝
口
警
察
署
管
内
三
町
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
反
射
た
す
き
」

の
着
用
推
進
を
目
的
と
し
た
実
験
と
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
行

わ
れ
、
江
府
町
か
ら
も
交
通
安
全
指
導
員
を
含
む
約
二
十
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

夜
間
時
、
身
に
付
け
る
衣
服
の
違
い
（
特
に
色
）
に
よ
る
、
視
認

性
の
差
を
実
験
を
通
じ
て
体
験
し
、
特
に
、
百
数
十
メ
ー
ト
ル
先
か

ら
確
認
で
き
る
「
反
射
た
す
き
」
の
効
果
に
参
加
者
か
ら
は
、
驚
き

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
実
験
後
は
参
加
者
全
員
で
反
射
た
す
き
を
身
に
付
け
、

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
反
射
材
着
用
推
進
を
P
R
L
ま
し
た
。

＝じl了のJl日苫掛Il）打

芝川一昭昔り討ノ琵

七
月
十
八
日
、
船
谷
川
で
　
「
じ

げ
の
川
」
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
、
根
雨
土
木
事
務
所
の
職
員
、

町
愛
漁
会
、
役
場
職
員
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
の
皆
さ
ん
総
勢
七
十

人
に
よ
り
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
刈
り
取
っ
た
雑
草
や
空
き

缶
、
ゴ
ミ
な
ど
が
み
る
間
に
山
積

み
に
な
り
、
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
九

台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

暑
い
中
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い

な
川
に
な
り
ま
し
た
。

0船谷川　清掃風景

◎
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沖縄は日本一の長寿県、つまり世界でも有数の長寿地

域です。沖縄の食事の特徴として、豚肉をたくさん食べて

いること、また、こんぶ、豆腐や野菜を使った料理など、バラ

ンスのよいことがあげられています。

肉と脂肪も適度にとろう
年をとってくると、淡泊

な味が好みになる人が

増えているようです。た

んばく質は、豆腐を食べ

ているから大丈夫と考え

る人もいるようですが、

たんばく質には動物性と

植物性とがあり、どちら

も同じくらいとることが

望ましいのです。

正味80gくらい

牛乳　′

ここ、率
、正味60g
＼くらい

日日にたんばく賞を

やれそらいとろう‖
＼

卵は1日1個、牛乳は1～2本
卵はゆで卵、卵焼、茶わん蒸し、卵とじオムレツなど調理法がたくさんあります。また、

手ごろな値段なので、毎日食べたい食品です。

成人は1日1本は牛乳を飲みましょう。もちろん、ヨーグルトやチーズなどの乳製品で

もOK。カルシュウムとリンがたくさん含まれているので、骨を丈夫にし、骨粗しょう症の

予防にもなります。

■

　

一

、

－

1

　

1

　

●

ま二二′一り「一：〒ご∵二二■qTD増　せてもよい。グ」－ンピ　緑

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞥

－、■　牛乳と水の比は3：1。宮　水の代わりに牛乳を

汁だしはかつおだしでも、∴き入れて、ふつうに炊飯

ザコンソメでもOK。白み・ぎ器でごはんを炊く0少

‡そを用い、量は少なねに。裏ごしうすめてだしを利かI L一サー⊥　l　一　、　　　⊥Jll　　　　ヽ　l C

わかめ、緑黄色野菜な

牛乳2カップに卵1個

の割合で作る。火加減

は弱めにして蒸す。具

はかいわれ大根、挺、えび、

芸具はたまねぎ、じゃがいも、云二義六ム童蔽尋、こ　斎きのこなどを。
らすとわかめなどを人」ニ毒

．
ノ
、
1
．
ナ

◎

人

血

悍

撃

n
ソ
④

老人保健　今月の医療費（5月診療分）

l 対象者数（人） l 総医療費 （10割）（P惑溺 ー人当たり医療費（円）

国　　 保 4 9 9 2 6 ，2 7 4 7 6 5 5 2 ，6 5 5

社　　 保 3 9 8 2 6 ，7 4 1，2 3 3 6 7 ，1 8 9

計 8 9 7 5 3 ，0 1 5 ，9 9 8 5 9 ，1 0 4
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メ‘：亡ノJr　，メニ≠二才．′

再開甘六ゴミの肝賢を寵こ完結確も
●木製・布製の家具、寝具、敷物類の収集を8月に行います●

（日程は、分別収集日程表をご覧下さい。）

∈ミ≡．

出すときは、粗大ゴミ処理券を
貼って出して下さい。

粗 大 ゴ ミ 処 理 券 （可 燃 ・不 燃 共 通 ）

1束又は1個

氏　 名

取 扱 い方

※必ずこの処理券を1個に1校はって下さい。

※収集日の午前8時までに集積所に出して下さい。

江　 府　 町

■従来の不燃粗大ゴミ処理券も利用できます。

粗大ゴミ処理券は次の各店舗で
販売しています。

●江府町農協各店舗

●高山商店

●関内商店

●上原健康堂

●フジタ薬局

●大江商店

●森谷商店

●ポプラ日野江府支店（順不同）

※役場でも販売しています。

■問い合わせ先

役場建設環境課　℡75－3306

◎

｛燃えない部分（ガラスや電気こたつのと

一夕一やコード）などは、取り除いて下さい。

■黄色い枠の粗大ゴミ処理券に名前を書い

て貼って下さい。

■集積所は不燃コ三を出されるところに、

収集日の朝8時までに出して下さい。

お盆のゴミ収集は休み　岳⑳
ただし、直接持ち込みができます

●収集しない目について

盆期間で次の日は燃えるゴミの収集が休みと

なります。だだし、黒坂の焼却場（クリーンセンタ

ーくぬぎの森）への直接持ち込みはできますので

ご利用下さい。

収　　 集 直 接 持 ち込 み

8月13 日（木）収集は休み 朝8時半から午後5時まで

8月14 日（金）収集は休み 朝8時半から午後5時まで

8月15 日（土）収集は休み 朝8時半から正午まで
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お知　ら　せ

㊦交通事故－。加害者、被害者ど

ちらも悲惨なものです。不幸にし

て事故にあい、困っておられませ

んか。日本損害保険協会では、無

料であなたの相談に専門の相談員

が、親身になって応じます。電話

でもかまいませんのでお気軽に相

談ください。

■相談日

平日9：30～16：40

（土日祝祭日は休みます）

■弁護士相談日

毎週水曜日13：00～16：00

■相談所

鳥取市今町1－103

住友生命鳥取ビル3階

鳥取自動車保険請求

相談センター

℡0857－244233（直通）

～おことわり－

昨年度、おこないました「こうふ

⑳健康相談室24」は、都合により

中止いたしております。現在、電

話をおかけになりますと通じなく

なっております。ご利用いただい

た方には、大変ご迷惑をおかけし

ており、あらためて皆様に心より

お詫び申し上げます。

■日時

8月22日（土）

9：00～16：00

『会場

菅沢ダム運動公園・

菅沢ダム管理支所

＊両会場間はシャトルバスを運行

■イベント内容

◇熱気球の体験フライト

◇荒神神楽

◇スタンプラリーサイクリング

◇ダム本体内の解放

◇地元特産品の即売会

■記念事業

◇菅沢ダム・日野川に関する展

示資料室

◇矢藤益美氏による日野川流域

の写真展

■問合わせ先

江府町役場

建設環境課　℡75－3306

昨年7月に空き缶等のポイ捨て

を禁止する「鳥取県環境美化の促

進に関する条例」が施行されました。

鳥取県では、県民の皆様に散乱ご

みごみの現状を知っていただき、

ポイ捨てごみに対する意識を高め

てもらうため、散乱ごみの現況写

真と散乱ごみ防止のための一言コ

メントを募集しています。

1人何点でも応募できますので

ふるってご応募ください。

■募集作品

写真はカラーのスナップ（大

きさはサービス版以上）及びネ

ガとします。

一言コメントは400字以内と

します。

●締切り

8月31日（月）（消印有効）

『応募・問い合わせ先

県庁廃棄物対策課

℡0857－26－7198

⑧　 ⑥ ■　⑥　 ⑧　　 く7 月分〉

事業所名 所在地 職　　　 種 年　齢 賃　　　 金 就業時間
（有）浜　　 本　　 組江尾1748－6 土木作業員 18～65 184．000～299．000 8：00～16：30
（有）浜　　 本　　 組江尾1748－6 施工管理技術者 18～50 160．000～370，000 8：00′〉16：30
（有）浜　　 本　　 組江尾1748－6 施工管理技術者見習 18～40 150，000～200，000 8：00～16：30
（有）江　　 川　　 組江尾47－9 技術管理者 18～55 170，000～350，000 8：00～16：45
社絹揖牒搬チロルの里倒妻絶入ホーム久遠7 栄養士 20～60 145，530～333，800 8：30～17：30
ポプラ日野江府店佐川1023 販売員 18～50 時給　650～800 17：00～22：00

【ヨ　　　 事業所名 所在地 職　　　 種 年　齢 賃　　　 金 就業時間
Eコ川　 端　 縫　 製江尾47－9 縫製工具 18以上 115，000 8：00～17：00

●求人情報に関する問い合わせ先　米子公共職業安定所根雨出張所（T EL7 2－0 0 65）

（注）町報掲載時までに充足清等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。　　　　　　　　◎
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日野病院

甲状腺・乳腺・呼吸器専門外来

中村広繁医師

日
野
病
院
で
の
甲
状
腺
・
乳
腺
・

呼
吸
器
外
来
は
、
毎
月
第
丁
第
三

週
の
火
曜
日
に
、
私
と
石
黒
医
師
が

担
当
し
て
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

病
院
二
階
の
診
察
室
か
ら
は
、
山
々

の
新
緑
や
紅
葉
が
季
節
に
よ
り
さ

わ
や
か
に
目
に
映
り
、
川
の
せ
せ
ら

ぎ
の
音
も
心
を
和
ま
せ
て
て
く
れ

ま
す
。
落
ち
着
い
た
診
療
が
で
き
、

月
に
一
回
の
こ
の
診
療
を
本
当
に
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◎

さ
て
、
私
た
ち
は
内
分
泌
疾
患
、

乳
腺
疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
が
専
門

で
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、
甲
状
腺
、
副

腎
、
乳
房
、
肺
の
病
気
と
お
話
し
た

方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。大
学
で
は
こ
れ
ら
の
病
気
を
二

人
で
週
に
七
十
人
く
ら
い
診
察
し
、

年
間
で
約
百
五
十
人
の
患
者
さ
ん

の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
は
、
機
能
異
常
や
腫
癌
を
、

副
腎
や
乳
腺
は
腫
瘍
を
、
肺
は
呼

吸
不
全
か
ら
気
胸
・
腫
瘍
ま
で
広
範

囲
な
領
域
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
乳
、
甲
状
腺
、
肺
が

ん
検
診
、
肺
結
核
検
診
な
ど
を
通

じ
て
こ
れ
ら
の
病
気
の
知
識
を
得
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
病
気
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

爛
6月届（敬称略）

勝
報
生建

●お誕生おめでとう

（住所）　（氏名）　（性別）

吉　原　新見　南歩　女

洲河崎　小峯　沙智　女

●ごめい福を祈ります

（住所）　（氏名）（年齢）（世帯主）
本　四　津渾　武義　77歳　昌伸

下蚊屋　大岩　良一　82歳　勝美

佐　川　加藤　貞子　80歳　遠鋸士

池の内　空場　和子　64歳　俊介

が
ん
が
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
ト

ッ
プ
と
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
中
で

も
肺
が
ん
と
乳
が
ん
の
増
加
は
大

き
な
問
題
で
す
。

現
在
肺
が
ん
は
男
性
一
位
、
女
性

二
位
で
、
乳
が
ん
は
女
性
四
位
の
死

亡
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け

る
治
療
の
進
歩
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。甲
状
腺
や
副
甲
状
腺
の
病
気
は

治
癒
率
は
高
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

に
安
全
な
手
術
が
望
ま
れ
、
最
近
で

は
局
部
麻
酔
で
手
術
を
行
う
患
者

さ
ん
も
あ
り
ま
す
。

副
腎
の
病
気
は
、
内
視
鏡
下
手

術
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

乳
が
ん
の
手
術
は
、
小
さ
な
早
期

乳
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
で
、
乳
房

温
存
手
術
を
行
え
る
患
者
さ
ん
が

増
加
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
内
視
鏡
を
併
用
す

る
こ
と
で
乳
房
に
傷
を
つ
け
ず
に
手

術
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
新
薬
の
開
発
で
補
助
治
療

法
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

肺
の
病
気
も
、
同
様
に
胸
腔
鏡
と

い
う
内
視
鏡
を
用
い
た
手
術
で
、
診

断
と
治
療
両
面
で
大
き
く
進
歩
し

⑳
ま
し
た
。

特
に
肺
が
ん
に
対
し
て
は
、
拡
大
・

縮
小
手
術
、
内
視
鏡
手
術
、
レ
ー
ザ

ー
治
療
、
抗
が
ん
剤
治
療
、
放
射
線

治
療
な
ど
い
ろ
ん
な
手
段
で
治
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
肺
気
腫
と
い
う
病
気
に

対
す
る
外
科
治
療
法
の
導
入
が
あ
り
、

今
後
ふ
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
甲
状
腺
・
乳
腺
・
呼

吸
器
外
来
で
扱
う
患
者
さ
ん
は
、
た

い
へ
ん
専
門
性
の
高
い
分
野
で
、
大

学
で
の
診
療
に
お
い
て
も
、
他
院
か

ら
の
紹
介
や
問
合
せ
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
野
病
院
で
、
月
二
回
と
は
い
え
、

特
殊
領
域
の
診
察
が
行
え
る
こ
と

は
と
て
も
意
義
深
い
も
の
と
思
い
ま

す
。住
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
何
か
の
折
に
は
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

町
報
な
ん
て
、
パ
ッ
パ
と
写
真

を
撮
っ
て
、
サ
ッ
サ
と
四
～
五
行

文
章
書
い
て
印
刷
屋
さ
ん
に
渡
せ

ば
ハ
イ
出
来
上
が
り
！
何
～
て
考

え
て
い
た
ら
大
間
追
い
。
今
ま
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
せ
ば
撮
れ
る
小

型
カ
メ
ラ
ば
か
り
使
っ
て
い
た
の

に
、
突
然
使
う
取
材
用
カ
メ
ラ
は

ズ
シ
リ
と
重
い
一
眼
レ
フ
。
カ
メ

ラ
に
技
量
が
追
い
つ
か
ず
、
撮
影

場
所
で
説
明
書
片
手
に
し
ば
し
立

ち
す
く
む
毎
日
。
こ
ん
な
状
態
だ

か
ら
現
像
し
て
返
っ
て
く
る
写
其

の
で
き
を
想
像
す
る
の
は
た
や
す

い
。
こ
の
頃
、
以
前
は
何
気
な
く

読
ん
で
い
た
新
聞
も
、
今
は
取
材

す
る
立
場
で
読
む
よ
う
に
な
っ
て

い
る
自
分
に
ふ
と
気
付
い
た
。

こ
の
七
月
か
ら
町
報
を
担
当
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
か

ら
は
、
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す

い
町
報
を
つ
く
る
ぞ
と
自
分
自
身

を
鼓
舞
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

こ
れ
か
ら
何
度
と
な
く
皆
さ
ん

の
前
に
お
じ
ゃ
ま
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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「

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
土
曜
ふ
れ
あ

い
夜
市
（
町
商
工
会
主
催
）
が
七
月
十
八
日
、

江
尾
の
本
町
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

綿
菓
子
や
焼
鳥
な
ど
の
屋
台
や
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
の
団
り
は
、
夏
休
み
を
迎
え

た
子
供
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
楽
し

い
歓
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え

て
い
ま
し
た
。

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

は
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

町
で
は
七
月
一
〇
日
、
早
朝
、
ち

ろ
り
ん
ハ
ウ
ス
前
で
更
生
保
護

婦
人
会
や
保
護
司
会
・
青
少
年

育
成
町
民
会
議
の
み
な
さ
ん
が

電
車
に
乗
降
す
る
町
民
ひ
と
り

ひ
と
り
に
チ
ラ
シ
や
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
の
ネ
ー
ム
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
を
配
り
〝
犯

罪
の
な
い
明
る
い
町
に
し
ま
し

ょ
う
〟
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

世帯数1．229世帯（＋1）人口4，309人（－8）男2，017人（－2）女2，292人（－6）（）は前月比　6月末
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